
アミガサタケの休耕田栽培試験

１　
は
じ
め
に

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
（
広
い
意
味
で
の
呼
び

方
）
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
民
家

近
く
の
樹
木
の
ま
わ
り
な
ど
に
発
生
す
る

き
の
こ
で
す
。
種
類
は
数
十
種
あ
る
と
さ

れ
、
き
の
こ
（
以
下
、
子
実
体
）
の
形
や

色
の
違
い
か
ら
、

大
き
く
黄
色
系
の

種
類
と
黒
色
系
の

種
類
（
以
下
、
黒

色
種
）
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ

は
高
級
食
材
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、

黒
色
種
の
一
部
は

中
国
で
大
規
模
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
黒
色
種

は
岩
手
県
を
含
む

技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
菌
株
の

収
集
や
各
種
栽
培
試
験
を
行
い
、
露
地
、
林

床
、
ハ
ウ
ス
な
ど
、
様
々
な
条
件
下
で
子
実

体
発
生
に
成
功
し
て
い
ま
す
（「
岩
手
の
林

業
」
第
７
８
５
号
）。
一
方
、
近
年
の
海
外

の
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
栽
培
現
場
で
は
、
同
じ

場
所
で
栽
培
を
続
け
る
こ
と
に
よ
る
「
連
作

障
害
」
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
水
稲
（
稲
作
）
と
の
輪
作
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
産
の
ア
ミ
ガ
サ

タ
ケ
が
水
稲
栽
培
後
の
水
田
で
発
生
す
る

国
内
に
も
自
生
し
て
い
る
た
め
、
県
内
で

も
栽
培
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

岩
手
県
で
は
、
中
国
・
雲
南
省
と
の
交

流
事
業
を
通
じ
て
、
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
栽
培

に
関
す
る
技
術
や
知
見
を
学
ん
で
き
ま
し

た
（「
岩
手
の
林
業
」
第
７
１
８
号
）。
林
業

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
県

内
の
き
の
こ
関
連
企
業
と
共
同
で
、
休
耕

田
を
利
用
し
た
栽
培
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

※
「
岩
手
の
林
業
」
第
７
１
８
号
、
７
８

５
号
の
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
関
連
記
事
は
、

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
▼
研
究

成
果
▼
外
部
刊
行
物
▼
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
情
報　

検
索

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
の
休
耕
田
栽
培
試
験

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
の
休
耕
田
栽
培
試
験

図３　地表に広がった菌糸

図１　試験地

図２　高畝区（左）と平畝区（右）
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２　
試
験
地
と
試
験
方
法

試
験
は
、
株
式
会
社
長
根
商
店
（
九
戸

郡
洋
野
町
）
関
連
の
休
耕
田
で
行
い
ま
し

た
（
図
１
）。
幅
０
．９
ｍ
、
長
さ
５
ｍ
、

高
さ
15
㎝
の
畝
を
造
成
し
た
区
画
を
「
高

畝
区
」
と
し
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、

同
面
積
の
区
画
の
外
周
に
、
深
さ
15
㎝
の

溝
を
掘
っ
た
も
の
を
「
平
畝
区
」
と
し
ま

し
た
（
図
２
）。
各
区
画
の
土
壌
に
は
、
１

平
方
㍍
あ
た
り
１
４
９
ｇ
の
石
灰
を
混
和

し
ま
し
た
。

種
菌
に
は
、
国
内
で
採
取
し
た
黒
色
種

４　
お
わ
り
に

今
回
の
試
験
に
よ
り
、
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ

の
子
実
体
が
休
耕
田
で
も
発
生
す
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、

海
外
で
行
わ
れ
る
連
作
障
害
対
策
が
、
岩

手
県
内
で
も
応
用
で
き
る
可
能
性
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
同
じ
場
所
で
試

験
区
画
数
を
増
や
し
、
同
様
の
結
果
を
得

ら
れ
る
か
、
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。
な

お
、
安
定
し
た
栽
培
の
実
現
に
は
、
優
れ

た
菌
株
を
一
定
数
保
有
す
る
こ
と
が
必
要

な
た
め
、
さ
ら
に
菌
株
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
今
年
度
も
、
主
に
黒
色
種

の
ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
を
集
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
子
実
体
や
情
報
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご

提
供
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
子
実
体
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
皆
様
、
な
ら
び
に
中
国
・
雲

南
省
の
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　
研
究
部　

成
松　
眞
樹

０
１
９
（
６
９
７
）
１
５
３
６

３　
結
果

令
和
６
年
の
初
夏
に
は
、
両
区
画
で
菌

糸
が
良
好
に
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
翌
令
和
７
年
の

３
月
下
旬
に
な
る
と
、
高
畝
区
で
ア
ミ
ガ

サ
タ
ケ
の
子
実
体
が
、
１
平
方
㍍
あ
た
り

２
．２
本
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

数
は
徐
々
に
増
え
、
４
月
下
旬
に
は
14
．

８
本
に
達
し
ま
し
た
（
図
４
）。
一
方
、
平

畝
区
で
は
、
４
月
下
旬
の
時
点
で
も
１
平

方
㍍
あ
た
り
０
．２
本
と
、
発
生
は
わ
ず

か
で
し
た
。

地
温
は
、
測
定
期
間
を
通

じ
て
両
区
に
大
き
な
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
土
壌
の
含
水
率
は
平

畝
区
の
方
が
高
く
推
移
し
、

特
に
６
月
中
旬
以
降
は
そ
の

差
が
大
き
く
な
り
ま
し
た

（
図
５
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

土
壌
中
の
過
剰
な
水
分
が
、

子
実
体
の
発
生
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ
の
菌
糸
を
培
養
し
た
も
の

を
用
い
、
令
和
６
年
４
月
下
旬
に
接
種
し

ま
し
た
。
接
種
後
は
、
畝
の
表
面
を
マ
ル

チ
シ
ー
ト
や
遮
光
資
材
で
覆
い
（
図
１
）、

散
水
は
行
わ
ず
、
栄
養
体
の
設
置
等
、
必

要
に
応
じ
た
管
理
の
み
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
の
５
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
、
各
区
画
の
中
央
で
、
地
表
か
ら
深

さ
３
㎝
の
地
温
と
土
壌
の
含
水
率
を
測
定

し
ま
し
た
。
降
水
量
は
、
気
象
庁
ア
メ
ダ

ス
の
種
市
観
測
地
点
の
デ
ー
タ
を
用
い
ま

し
た
。

図４　発生した子実体（高畝区）
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